
(57)【要約】

【課題】製造工程を単純化しつつ、反射部と透過部で同

一の光学的効率と色純度を達成できる反射透過型カラー

フィルタ基板を提供する。

【解決手段】画素に透過部と反射部とを画定し、透過部

に対応するカラーフィルタが段差を有するように構成し

、透過部と反射部に対応するセルキャップの比を約２：

１にすると同時に、透過部に対応するカラーフィルタの

厚さと反射部に対応するカラーフィルタの厚さの比を２

：１にする。この時、上記カラーフィルタの厚さを変え

ると同時に段差を形成するための手段として、バッファ

層に溝を形成し、カラー樹脂の一部が上記溝に堆積する

ようにすることで、上記透過部にカラー樹脂が過度に流

出するのを防止する。このようにすることで、反射部と

透過部に同一の光学的効率を得ることができ、同時に色

純度を同一にすることができるので、高輝度と高画質の

反射透過型液晶表示装置を製作することができる。

【選択図】図８
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 そ れ ぞ れ が 透 過 部 と 反 射 部 と で 構 成 さ れ た 多 数 の 画 素 領 域 が 定 義 さ れ た 基 板 と ；
　 上 記 基 板 上 に 形 成 さ れ た ブ ラ ッ ク マ ト リ ク ス と ；
　 上 記 ブ ラ ッ ク マ ト リ ク ス 上 部 に 形 成 さ れ 、 上 記 ブ ラ ッ ク マ ト リ ク ス に 対 応 す る 溝 を 有 す
る バ ッ フ ァ 層 と ；
　 上 記 バ ッ フ ァ 層 上 部 に 形 成 さ れ 、 上 記 反 射 部 に お い て 第 １ の 厚 み を 、 上 記 透 過 部 に お い
て 第 ２ の 厚 み を 有 し 、 反 射 部 と 透 過 部 と の 間 に 段 差 を 有 す る カ ラ ー フ ィ ル タ 層 と ；
　 上 記 カ ラ ー フ ィ ル タ 層 上 部 に 形 成 さ れ た 共 通 電 極 と ；
を 備 え 、 上 記 第 １ の 厚 み は 実 質 的 に 上 記 第 ２ の 厚 み の 半 分 で あ り 、 上 記 カ ラ ー フ ィ ル タ 層
は 上 記 透 過 部 と 上 記 反 射 部 の 境 界 に お い て 段 差 を 有 す る 、 反 射 透 過 型 液 晶 表 示 装 置 用 カ ラ
ー フ ィ ル タ 基 板 。
【 請 求 項 ２ 】
　 上 記 バ ッ フ ァ 層 は ベ ン ゾ シ ク ロ ブ テ ン （ Ｂ Ｃ Ｂ ） と ア ク リ ル 樹 脂 を 含 む 透 明 な 有 機 絶 縁
物 質 の グ ル ー プ か ら 選 択 さ れ る 一 つ よ り な る 、 請 求 項 １ に 記 載 の 反 射 透 過 型 液 晶 表 示 装 置
用 カ ラ ー フ ィ ル タ 基 板 。
【 請 求 項 ３ 】
　 上 記 バ ッ フ ァ 層 の 厚 さ は 約 ２ ． ５ μ ｍ ～ 約 ４ μ ｍ の 範 囲 で あ る 、 請 求 項 ２ に 記 載 の 反 射
透 過 型 液 晶 表 示 装 置 用 カ ラ ー フ ィ ル タ 基 板 。
【 請 求 項 ４ 】
　 上 記 カ ラ ー フ ィ ル タ 層 の 段 差 は 約 ２ ． ０ μ ｍ ～ 約 ２ ． ５ μ ｍ の 範 囲 で あ る 、 請 求 項 ３ に
記 載 の 反 射 透 過 型 液 晶 表 示 装 置 用 カ ラ ー フ ィ ル タ 基 板 。
【 請 求 項 ５ 】
　 上 記 ブ ラ ッ ク マ ト リ ク ス は 上 記 多 数 の 画 素 領 域 に 対 応 す る 位 置 に 多 数 の 第 １ 開 口 部 を 有
す る 請 求 項 １ に 記 載 の 反 射 透 過 型 液 晶 表 示 装 置 用 カ ラ ー フ ィ ル タ 基 板 。
【 請 求 項 ６ 】
　 上 記 バ ッ フ ァ 層 は 上 記 透 過 部 に 対 応 す る 位 置 に 多 数 の 第 ２ 開 口 部 を 有 す る 、 請 求 項 ５ に
記 載 の 反 射 透 過 型 液 晶 表 示 装 置 用 カ ラ ー フ ィ ル タ 基 板 。
【 請 求 項 ７ 】
　 そ れ ぞ れ が 透 過 部 と 反 射 部 か ら 構 成 さ れ た 多 数 の 画 素 領 域 が 画 定 さ れ た 基 板 上 に ブ ラ ッ
ク マ ト リ ク ス を 形 成 す る 段 階 と ；
　 上 記 ブ ラ ッ ク マ ト リ ク ス に 対 応 す る 位 置 に 溝 を 有 す る バ ッ フ ァ 層 を 上 記 ブ ラ ッ ク マ ト リ
ク ス の 上 部 に 形 成 す る 段 階 と ；
　 上 記 反 射 部 に お い て 第 １ の 厚 み を 、 上 記 透 過 部 に お い て 第 ２ の 厚 み を 有 し 、 上 記 反 射 部
と 上 記 透 過 部 と の 間 に 段 差 を 有 す る カ ラ ー フ ィ ル タ 層 を 、 上 記 バ ッ フ ァ 層 上 部 に 形 成 す る
段 階 と ；
　 上 記 カ ラ ー フ ィ ル タ 層 上 部 に 共 通 電 極 を 形 成 す る 段 階 と
を 含 み 、
上 記 第 １ の 厚 み は 、 上 記 第 ２ の 厚 み の 実 質 的 に 半 分 で あ り 、 上 記 カ ラ ー フ ィ ル タ 層 は 上 記
透 過 部 と 上 記 反 射 部 の 境 界 に お い て 段 差 を 有 す る 、 反 射 透 過 型 液 晶 表 示 装 置 用 カ ラ ー フ ィ
ル タ 基 板 の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 ８ 】
　 上 記 バ ッ フ ァ 層 は ベ ン ゾ シ ク ロ ブ テ ン （ Ｂ Ｃ Ｂ ） と ア ク リ ル 樹 脂 を 含 む 透 明 な 有 機 絶 縁
物 質 の グ ル ー プ か ら 選 択 さ れ る 一 つ よ り な る 、 請 求 項 ７ に 記 載 の 反 射 透 過 型 液 晶 表 示 装 置
用 カ ラ ー フ ィ ル タ 基 板 の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 ９ 】
　 上 記 バ ッ フ ァ 層 の 厚 さ は 約 ２ ． ５ μ ｍ ～ 約 ４ μ ｍ の 範 囲 で あ る 、 請 求 項 ８ に 記 載 の 反 射
透 過 型 液 晶 表 示 装 置 用 カ ラ ー フ ィ ル タ 基 板 の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 １ ０ 】
　 上 記 カ ラ ー フ ィ ル タ 層 の 段 差 は 約 ２ ． ０ μ ｍ ～ 約 ２ ． ５ μ ｍ の 範 囲 で あ る 、 請 求 項 ９ に
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記 載 の 反 射 透 過 型 液 晶 表 示 装 置 用 カ ラ ー フ ィ ル タ 基 板 の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 １ １ 】
　 上 記 ブ ラ ッ ク マ ト リ ク ス は 上 記 多 数 の 画 素 領 域 に 対 応 す る 位 置 に 多 数 の 第 １ 開 口 部 を 有
す る 、 請 求 項 ７ に 記 載 の 反 射 透 過 型 液 晶 表 示 装 置 用 カ ラ ー フ ィ ル タ 基 板 の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 １ ２ 】
　 上 記 バ ッ フ ァ 層 は 上 記 透 過 部 に 対 応 す る 位 置 に 多 数 の 第 ２ 開 口 部 を 有 す る 、 請 求 項 １ １
に 記 載 の 反 射 透 過 型 液 晶 表 示 装 置 用 カ ラ ー フ ィ ル タ 基 板 の 製 造 方 法 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 液 晶 表 示 装 置 に 関 し 、 特 に 反 射 モ ー ド と 透 過 モ ー ド を 選 択 的 に 使 用 す る こ と
が で き 、 反 射 部 と 透 過 部 で 同 一 の 光 利 用 効 率 を 得 る こ と が で き る と 同 時 に 、 同 一 の 色 純 度
を 有 す る 反 射 透 過 型 液 晶 表 示 装 置 に 関 す る も の で あ る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 一 般 的 に 、 反 射 透 過 型 液 晶 表 示 装 置 は 透 過 型 液 晶 表 示 装 置 と 反 射 型 液 晶 表 示 装 置 の 機 能
を 同 時 に 持 つ も の で 、 バ ッ ク ラ イ ト の 光 と 外 部 の 自 然 光 源 又 は 人 造 光 源 を 全 て 利 用 す る こ
と が で き る の で 、 周 辺 環 境 の 制 約 を 受 け る こ と な し に 電 力 消 費 を 減 少 さ せ る こ と が で き る
長 所 が あ る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 図 １ は 一 般 的 な 反 射 透 過 型 液 晶 表 示 装 置 用 ア レ イ 基 盤 の 一 部 を 概 略 的 に 図 示 し た 拡 大 平
面 図 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 図 に 示 し た よ う に 、 透 明 な 絶 縁 基 板 （ ５ ０ ） 上 に 、 一 方 向 に 延 び る ゲ ー ト 配 線 （ ５ ２ ）
と 、 ゲ ー ト 配 線 （ ５ ２ ） と 垂 直 に 交 差 し て 画 素 領 域 （ Ｐ ） を 定 義 す る デ ー タ 配 線 （ ６ ２ ）
と が 配 置 さ れ る 。
　 上 記 ２ 配 線 （ ５ ２ ， ６ ２ ） の 交 差 地 点 に は 、 ゲ ー ト 電 極 （ ５ ４ ） と 、 ア ク テ ィ ブ 層 （ ５
６ ） と 、 ソ ー ス 電 極 （ ５ ８ ） と 、 ド レ ー ン 電 極 （ ６ ０ ） と を 包 含 す る 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ （
Ｔ ） が 配 置 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 上 記 画 素 領 域 （ Ｐ ） は 透 過 部 （ Ｄ ） と 反 射 部 （ Ｃ ） と で 構 成 さ れ 、 透 過 部 （ Ｄ ） に 対 応
し て 透 明 電 極 （ ６ ６ ） が 、 反 射 部 （ Ｃ ） に 対 応 し て 反 射 電 極 （ 反 射 板 ） （ ６ ４ ） が 配 置 さ
れ る 。
　 一 般 的 に は 、 上 記 透 過 電 極 （ ６ ６ ） の 上 部 に 透 過 溝 （ ６ ４ ａ ） を 包 含 す る 反 射 電 極 （ ６
４ ） を 配 置 し て 透 過 部 （ Ｄ ） と 反 射 部 （ Ｃ ） を 構 成 す る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 上 記 画 素 領 域 （ Ｐ ） の 一 方 の 側 を 通 過 す る ゲ ー ト 配 線 （ ５ ２ ） の 一 部 の 上 部 に は 、 上 記
反 射 電 極 （ ６ ４ ） 又 は 透 過 電 極 （ ６ ６ ） と 接 触 す る 島 形 状 の 金 属 パ タ ー ン が 形 成 さ れ て 、
こ れ を 第 ２ 電 極 と し 、 そ の 下 部 の ゲ ー ト 配 線 （ ５ ２ ） を 第 １ 電 極 と す る 補 助 容 量 部 （ Ｃ Ｓ
Ｔ ） が 構 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 前 述 の よ う に 構 成 さ れ る 半 透 過 画 素 電 極 の 断 面 構 成 を 、 図 ２ 及 び ３ を 参 照 し て 以 下 に 説
明 す る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 図 ２ 及 び ３ は 、 図 １ を Ｉ － Ｉ 線 に 沿 っ て 切 断 し た も の で あ り 、 従 来 技 術 に よ る 第 １ 例 及
び 第 ２ 例 に そ れ ぞ れ 従 う 反 射 透 過 型 液 晶 表 示 装 置 の 構 成 を 図 示 し た 断 面 図 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 図 ２ 及 び ３ に 示 し た よ う に 、 第 １ 基 板 （ ５ ０ ） と 第 ２ 基 板 （ ８ ０ ） は 離 間 し て 接 合 さ れ
る 。 第 ２ 基 板 （ ８ ０ ） と 向 か い 合 う 第 １ 基 板 （ ５ ０ ） に は 多 数 の 画 素 領 域 （ Ｐ ） が 定 義 さ
れ 、 上 記 画 素 領 域 （ Ｐ ） の 一 方 の 側 と 、 こ れ に 平 行 で な い 他 方 の 側 に そ れ ぞ れ 延 び て 互 い
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に 直 交 す る ゲ ー ト 配 線 （ 図 示 せ ず ） と デ ー タ 配 線 （ ６ ２ ） と が 配 置 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 上 記 第 １ 基 板 （ ５ ０ ） と 向 か い 合 う 第 ２ 基 板 （ ８ ０ ） の 一 面 に は 赤 色 と 緑 色 と 青 色 を 帯
び る サ ブ カ ラ ー フ ィ ル タ （ ８ ４ ａ ， ８ ４ ｂ 、 図 示 せ ず ） が 、 各 サ ブ カ ラ ー フ ィ ル タ の 間 に
は ブ ラ ッ ク マ ト リ ク ス （ ８ ２ ） が 配 置 さ れ 、 サ ブ カ ラ ー フ ィ ル タ （ ８ ４ ａ ， ８ ４ ｂ ） と ブ
ラ ッ ク マ ト リ ク ス （ ８ ２ ） の 上 部 に は 透 明 な 共 通 電 極 （ ８ ６ ） が 配 置 さ れ る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 前 述 の 構 成 に お い て 、 上 記 画 素 領 域 （ Ｐ ） は 更 に 反 射 部 （ Ｃ ） と 透 過 部 （ Ｄ ） に 分 け ら
れ る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 一 般 的 に 、 第 １ 基 板 の 反 射 部 （ Ｃ ） に 対 応 さ せ て 反 射 電 極 （ ６ ４ ） を 配 置 し 、 透 過 部 （
Ｄ ） に 対 応 さ せ て 透 明 電 極 （ ６ ６ ） を 配 置 す る が 、 図 に 示 し た よ う に 透 過 溝 （ ６ ４ ａ ） を
包 含 す る 反 射 電 極 （ ６ ４ ） を 透 明 電 極 （ ６ ６ ） の 上 部 又 は 下 部 に 配 置 す る こ と で 、 反 射 部
（ Ｃ ） と 透 過 部 （ Ｄ ） を 構 成 す る こ と も で き る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 こ の 時 、 反 射 透 過 型 液 晶 表 示 装 置 で 考 慮 さ れ る べ き 部 分 は 、 透 過 部 （ Ｄ ） と 反 射 部 （ Ｃ
） の 偏 向 特 性 を 同 一 に し 、 同 一 の 光 学 的 効 率 を 得 る こ と で あ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 こ の 点 で 、 図 ２ の 構 成 は 、 透 過 部 （ Ｄ ） に 対 応 す る 部 分 と 反 射 部 （ Ｃ ） に 対 応 す る 部 分
を 通 過 す る 光 が 感 じ る 距 離 ｄ （ 液 晶 層 を 通 過 す る 時 光 が 感 じ る 液 晶 層 の 距 離 ） が 異 な る た
め 、 光 の 偏 光 特 性 も ま た 異 な る 。
　 即 ち 、 透 過 部 （ Ｄ ） を 通 過 し た 光 が ｄ の 厚 さ を 有 す る 液 晶 層 （ ９ ０ ） を 通 過 す る 一 方 、
反 射 部 （ Ｃ ） を 通 過 す る 光 は 反 射 電 極 （ ６ ４ ） に 一 度 は 反 射 さ れ る の で 、 ２ ｄ の 厚 さ を 有
す る 液 晶 層 （ ９ ０ ） を 通 過 す る の と 同 様 と な る 。
　 従 っ て 、 透 過 部 （ Ｄ ） と 反 射 部 （ Ｃ ） に 対 応 す る 部 分 を 通 過 す る 光 は そ の 偏 光 特 性 が 異
な り 、 こ れ に よ り 透 過 モ ー ド と 反 射 モ ー ド に 色 純 度 の 差 異 が 発 生 す る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 こ れ を 解 決 す る た め の 方 法 と し て 、 図 ３ に 示 し た よ う に 、 上 記 透 過 部 （ Ｄ ） に 対 応 す る
下 部 の 絶 縁 膜 （ ６ ３ ） に 溝 （ ６ １ ） を 形 成 し 、 こ の 部 分 に 液 晶 （ ９ ０ ） を 満 た す こ と に よ
り 、 反 射 部 （ Ｃ ） と 透 過 部 （ Ｄ ） に 対 応 す る 液 晶 層 を 通 過 す る 光 の 経 路 を 同 一 に す る 構 成
が 提 案 さ れ た 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 こ れ は 特 許 文 献 １ に 記 載 さ れ て お り 、 そ の 内 容 を 図 ４ の 断 面 図 と 、 こ の 製 造 方 法 を 示 す
図 ５ ａ な い し ５ ｆ を 参 照 し て 説 明 す る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 図 ４ は 、 図 １ を Ｉ － Ｉ 線 に 沿 っ て 切 断 し た も の で あ り 、 従 来 技 術 に よ る 第 ３ 例 に 従 う 反
射 透 過 型 液 晶 表 示 装 置 の 断 面 図 で あ る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 図 に 示 し た よ う に 、 透 過 部 （ Ｄ ） と 反 射 部 （ Ｃ ） で 構 成 さ れ た 画 素 領 域 （ Ｐ ） が 画 定 さ
れ た 下 部 基 板 （ ５ ０ ） と 、 上 部 基 板 （ ８ ０ ） と は 、 所 定 の 間 隔 を 空 け て 位 置 し 、 上 記 上 部
基 板 （ ８ ０ ） と 下 部 基 板 （ ５ ０ ） の 間 に は 液 晶 層 （ ９ ０ ） が 存 在 す る 。
　 上 記 上 部 基 板 （ ８ ０ ） の 下 部 基 板 に 対 向 す る 一 面 に は 、 上 記 画 素 領 域 の 境 界 に 対 応 す る
位 置 に ブ ラ ッ ク マ ト リ ク ス （ ９ ２ ） が 、 上 記 ブ ラ ッ ク マ ト リ ク ス （ ９ ２ ） を 包 含 す る 反 射
部 （ Ｃ ） に 対 応 す る 位 置 に 透 明 な バ ッ フ ァ 層 （ ９ ４ ） が 、 及 び 透 過 部 と 反 射 部 と を 包 含 す
る 画 素 領 域 に 対 応 す る 位 置 に カ ラ ー フ ィ ル タ 層 （ ９ ６ ａ ， ９ ６ ｂ ） と 平 坦 化 層 （ ９ ７ ） と
共 通 電 極 （ ９ ８ ） と が 、 そ れ ぞ れ 配 置 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 上 記 下 部 基 板 （ ５ ０ ） の 上 部 基 板 に 対 向 す る 一 面 に は 、 透 過 部 （ Ｄ ） に 対 応 す る 位 置 に
透 明 電 極 （ ６ ６ ） が 、 反 射 部 （ Ｃ ） に 対 応 す る 位 置 に 反 射 電 極 （ ６ ４ ） が 、 そ れ ぞ れ 配 置
さ れ る 。
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【 ０ ０ ２ ０ 】
　 一 般 的 に は 、 図 に 示 し た よ う に 、 上 記 透 明 電 極 （ ６ ６ ） の 下 に 、 溝 （ Ｈ ） を 包 含 す る 反
射 電 極 （ ６ ４ ） を 配 置 す る こ と に よ り 透 過 部 （ Ｄ ） と 反 射 部 （ Ｃ ） を 画 定 す る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 こ の 時 、 絶 縁 膜 （ ６ ３ ） の 上 記 透 過 部 （ Ｄ ） に 対 応 す る 部 分 を 穿 孔 し て 段 差 を 形 成 す る
が 、 望 ま し く は 、 透 過 部 （ Ｄ ） が 位 置 す る 液 晶 層 （ ９ ０ ） の 厚 さ ｄ ２ と 、 上 記 反 射 部 に 位
置 す る 液 晶 層 （ ９ ０ ） の 厚 さ ｄ １ と が 、 ｄ ２ ≒ ２ ｄ １ と な る よ う に 構 成 す る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 前 述 の 構 成 中 、 上 記 バ ッ フ ァ 層 （ ９ ４ ） は 、 カ ラ ー フ ィ ル タ 層 （ ９ ６ ａ ， ｂ ） の 反 射 部
（ Ｃ ） に 対 応 す る 部 分 と 透 過 部 （ Ｄ ） に 対 応 す る 部 分 の 厚 さ の 比 を １ ： ２ に す る た め の 手
段 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 以 下 、 図 ５ ａ な い し ５ ｆ を 参 照 し て 従 来 技 術 の 第 ３ 例 に 従 う カ ラ ー フ ィ ル タ の 製 造 方 法
を 説 明 す る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 先 ず 、 図 ５ ａ に 示 し た よ う に 、 透 明 な 絶 縁 基 板 （ ８ ０ ） に 酸 化 ク ロ ム （ Ｃ ｒ Ｏ ｘ ） と ク
ロ ム （ Ｃ ｒ ） を 次 々 に 蒸 着 さ せ た 後 パ タ ー ニ ン グ し 、 上 記 画 素 領 域 に 対 応 す る 部 分 に 開 口
部 を 有 す る ブ ラ ッ ク マ ト リ ク ス （ ９ ２ ） を 形 成 す る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 上 記 ブ ラ ッ ク マ ト リ ク ス （ ９ ２ ） は 、 液 晶 ス ク リ ー ン の 低 反 射 化 を 目 的 に 使 用 さ れ る 手
段 で あ り 、 開 口 率 と 直 接 的 な 関 係 を 有 す る の で 、 反 射 光 に よ る 光 漏 洩 電 流 の 防 止 お よ び 液
晶 工 程 で の ア セ ン ブ リ マ ー ジ ン を 考 慮 し て 、 下 部 基 板 の ス イ ッ チ ン グ 素 子 形 成 部 と ゲ ー ト
配 線 （ 図 示 し な い ） と デ ー タ 配 線 部 （ 図 示 し な い ） を 除 外 し た 部 分 、 即 ち 上 記 下 部 基 板 の
画 素 領 域 に 対 応 す る 部 分 を 穿 孔 し て 形 成 す る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 次 に 、 図 ５ ｂ に 示 し た よ う に 、 上 記 ブ ラ ッ ク マ ト リ ク ス （ ９ ２ ） が 形 成 さ れ た 基 板 （ ９
０ ） の 全 面 に 光 重 合 型 高 分 子 又 は 有 機 絶 縁 物 質 を 塗 布 し て 透 明 薄 膜 （ ９ ３ ） を 形 成 す る 。
　 場 合 に よ っ て は 上 記 透 明 薄 膜 （ ９ ３ ） に は 無 機 絶 縁 物 質 を 使 用 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 次 に 、 図 ５ ｃ に 示 し た よ う に 、 上 記 透 明 薄 膜 層 （ ９ ３ ） を 形 成 し た 後 、 フ ォ ト リ ソ グ ラ
フ ィ 工 程 を 使 用 し て 、 上 記 透 過 部 （ Ｄ ） に 対 応 す る 部 分 を 穿 孔 し 、 上 記 反 射 部 （ Ｃ ） に 対
応 す る 部 分 に バ ッ フ ァ 層 （ ９ ４ ） を 形 成 す る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 従 っ て 、 上 記 下 部 基 板 （ 図 ４ の ５ ０ ） の 反 射 部 （ 図 ４ の Ｃ ） に 対 応 す る 上 部 基 板 の 一 面
に バ ッ フ ァ 層 （ ９ ４ ） が 存 在 す る よ う に な る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 次 に 、 図 ５ ｄ に 示 し た よ う に 、 上 記 反 射 部 に 対 応 し て 多 数 の バ ッ フ ァ 層 （ ９ ４ ） が 形 成
さ れ た 基 板 （ ８ ０ ） の 全 面 に 、 赤 色 染 料 を 含 む カ ラ ー 樹 脂 を 塗 布 し て パ タ ー ニ ン グ し 、 透
過 部 （ Ｄ ） と 反 射 部 （ Ｃ ） に 対 応 し て レ ッ ド カ ラ ー フ ィ ル タ 層 （ ９ ６ ａ ） を 形 成 す る 。
　 こ の カ ラ ー 樹 脂 は 、 上 記 バ ッ フ ァ 層 （ ９ ４ ） が 形 成 さ れ て い な い 透 過 部 （ Ｄ ） に 対 応 す
る 部 分 に 充 填 さ れ な が ら 塗 布 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 従 っ て 、 上 記 レ ッ ド カ ラ ー フ ィ ル タ 層 （ ９ ６ ａ ） は 、 透 過 部 （ Ｄ ） と 反 射 部 （ Ｃ ） と で
構 成 さ れ る 一 つ の 画 素 領 域 （ Ｐ ） に 対 応 し て 形 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 次 に 、 図 ５ ｅ に 示 し た よ う に 、 上 記 レ ッ ド カ ラ ー フ ィ ル タ 層 （ ９ ６ ａ ） が 形 成 さ れ た 基
板 （ ８ ０ ） に 緑 色 染 料 を 含 む カ ラ ー 樹 脂 を 塗 布 し 、 図 ５ ｃ と 同 一 の 方 法 で グ リ ー ン カ ラ ー
フ ィ ル タ 層 （ ９ ６ ｂ ） を 形 成 す る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 次 に 、 図 ５ ｆ に 示 し た よ う に 、 上 記 レ ッ ド カ ラ ー フ ィ ル タ 層 （ ９ ６ ａ ） と グ リ ー ン カ ラ
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ー フ ィ ル タ 層 （ ９ ６ ｂ ） が 形 成 さ れ た 基 板 （ ８ ０ ） に 青 色 染 料 を 含 む カ ラ ー 樹 脂 を 塗 布 し
、 図 ５ ｃ と 同 一 の 方 法 で ブ ル ー カ ラ ー フ ィ ル タ 層 （ ９ ６ ｃ ） を 形 成 す る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 こ の よ う な 方 法 で カ ラ ー フ ィ ル タ 層 （ ９ ６ ａ ， ｂ ， ｃ ） が 形 成 さ れ た 基 板 上 に 、 図 ５ ｆ
に 示 す よ う に 、 酸 化 イ ン ジ ウ ム 錫 （ Ｉ Ｔ Ｏ ） お よ び 酸 化 イ ン ジ ウ ム 亜 鉛 （ Ｉ Ｚ Ｏ ） 等 を 含
む 透 明 導 電 性 金 属 物 質 の グ ル ー プ か ら 一 つ を 選 択 し て 蒸 着 さ せ 、 共 通 電 極 （ ９ ８ ） を 形 成
す る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 こ の 時 、 上 記 共 通 電 極 （ ５ ８ ） と カ ラ ー フ ィ ル タ 層 （ ９ ６ ａ ， ｂ ， ｃ ） の 間 に 平 坦 化 膜
（ 図 示 し な い ） を 更 に 配 置 す る こ と も で き る 。
【 特 許 文 献 １ 】 韓 国 特 許 出 願 第 ０ ０ ／ ９ ９ ７ ９ 号 明 細 書
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 前 述 し た 従 来 技 術 の 第 ３ 例 に 従 う 構 成 は 、 上 記 透 過 部 と 反 射 部 に 対 応 す る セ ル キ ャ ッ プ
比 を ２ ： １ に す る た め に 、 下 部 基 板 の 有 機 膜 を 穿 孔 し て 段 差 を 形 成 す る 工 程 を 要 し 、 上 記
反 射 部 と 透 過 部 に そ れ ぞ れ 対 応 す る 部 分 に 形 成 さ れ た カ ラ ー フ ィ ル タ の 厚 さ を ２ ： １ に す
る た め に バ ッ フ ァ 層 を 形 成 す る 工 程 を さ ら に 要 す る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 し か し 、 前 述 の 工 程 は 透 過 部 と 反 射 部 に 同 一 の 光 学 的 効 率 と 同 一 な 色 純 度 を 得 る こ と は
で き る が 、 工 程 が 非 常 に 複 雑 で あ り 、 特 に 下 部 基 盤 に 段 差 を 構 成 す る た め に 有 機 物 質 が 過
度 に 使 用 さ れ る の で 費 用 が 上 昇 す る 問 題 が あ っ た 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 本 発 明 は 前 述 の 問 題 を 解 決 す る た め に 提 案 さ れ た も の で あ り 、 上 記 カ ラ ー フ ィ ル タ 基 板
の 上 部 に 配 置 さ れ る バ ッ フ ァ 層 を 形 成 す る 時 、 上 記 反 射 部 と 透 過 部 の 厚 さ を １ ： ２ に す る
の に 、 反 射 部 が 透 過 部 に 対 し て 段 差 を 持 つ よ う に 構 成 す る 。
　 即 ち 、 上 記 カ ラ ー フ ィ ル タ の 段 差 の 高 さ に よ り 、 透 過 部 と 反 射 部 に 対 応 す る セ ル キ ャ ッ
プ を ２ ： １ に 合 わ せ る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 こ の 時 、 バ ッ フ ァ 層 の 上 記 反 射 部 に 対 応 す る 部 分 に 溝 を 形 成 し 、 上 記 カ ラ ー フ ィ ル タ 被
覆 時 に カ ラ ー 樹 脂 が 上 記 透 過 領 域 に 過 度 に 流 れ る の を 防 止 す る こ と で 、 カ ラ ー フ ィ ル タ の
そ れ ぞ れ 透 過 部 と 反 射 部 に 対 応 す る 部 分 の 厚 さ を ２ ： １ に 制 御 す る の が 容 易 に な る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 従 っ て 、 本 発 明 に よ る 反 射 透 過 型 液 晶 表 示 装 置 は 、 単 純 な 工 程 を 有 し な が ら 、 上 記 透 過
部 と 反 射 部 に そ れ ぞ れ 対 応 す る セ ル キ ャ ッ プ 比 を ２ ： １ に す る こ と が で き 、 透 過 部 と 反 射
部 に そ れ ぞ れ 形 成 さ れ る カ ラ ー フ ィ ル タ の 厚 さ の 比 を 容 易 に ２ ： １ に 制 御 で き る と い う 長
所 を 有 す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 前 述 の 目 的 を 達 成 す る た め に 、 本 発 明 は 、 各 々 が 透 過 部 と 反 射 部 で 構 成 さ れ た 多 数 の 画
素 領 域 が 画 定 さ れ た 基 板 と ； 上 記 基 板 上 に 形 成 さ れ た ブ ラ ッ ク マ ト リ ク ス と ； 上 記 ブ ラ ッ
ク マ ト リ ク ス 上 部 に 形 成 さ れ て 、 上 記 ブ ラ ッ ク マ ト リ ク ス に 対 応 す る 位 置 に 溝 を 有 す る バ
ッ フ ァ 層 と ； 上 記 バ ッ フ ァ 層 上 部 に 形 成 さ れ て 、 上 記 反 射 部 に お け る 第 １ の 厚 み と 、 上 記
透 過 部 に お け る 第 ２ の 厚 み の 比 が １ ： ２ で あ り 、 透 過 部 と 反 射 部 の 境 界 に 段 差 を 有 す る カ
ラ ー フ ィ ル タ 層 と ； 上 記 カ ラ ー フ ィ ル タ 層 上 部 に 形 成 さ れ た 共 通 電 極 と ； を 備 え る 、 反 射
透 過 型 液 晶 表 示 装 置 用 カ ラ ー フ ィ ル タ 基 板 を 提 供 す る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 上 記 バ ッ フ ァ 層 は 、 ベ ン ゾ シ ク ロ ブ テ ン （ Ｂ Ｃ Ｂ ） と ア ク リ ル 樹 脂 を 含 む 透 明 な 有 機 絶
縁 物 質 の グ ル ー プ の う ち の １ つ か ら な り 、 上 記 バ ッ フ ァ 層 の 厚 さ は 約 ２ ． ５ μ ｍ ～ 約 ４ ．
０ μ ｍ の 範 囲 で あ り 、 上 記 カ ラ ー フ ィ ル タ 層 の 段 差 は 約 ２ ． ０ μ ｍ ～ 約 ２ ． ５ μ ｍ の 範 囲
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で あ る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 上 記 ブ ラ ッ ク マ ト リ ク ス は 上 記 多 数 の 画 素 領 域 に 対 応 す る 多 数 の 第 １ 開 口 部 を 有 し 、 上
記 バ ッ フ ァ 層 は 上 記 透 過 部 に 対 応 す る 多 数 の 第 ２ 開 口 部 を 有 す る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 ま た 、 本 発 明 は 、 各 々 が 透 過 部 と 反 射 部 で 構 成 さ れ た 多 数 の 画 素 領 域 が 画 定 さ れ た 基 板
上 に ブ ラ ッ ク マ ト リ ク ス を 形 成 す る 段 階 と ； 上 記 ブ ラ ッ ク マ ト リ ク ス に 対 応 す る 位 置 に 溝
を 有 す る バ ッ フ ァ 層 を 上 記 ブ ラ ッ ク マ ト リ ク ス 上 部 に 形 成 す る 段 階 と ； 上 記 反 射 部 に お け
る 第 １ の 厚 み と 、 上 記 透 過 部 に お け る 第 ２ の 厚 み の 比 が １ ： ２ で あ り 、 透 過 部 と 反 射 部 の
境 界 に 段 差 を 有 す る カ ラ ー フ ィ ル タ 層 を 、 上 記 バ ッ フ ァ 層 上 部 に 形 成 す る 段 階 と ； 上 記 カ
ラ ー フ ィ ル タ 層 上 部 に 共 通 電 極 を 形 成 す る 段 階 と ； を 含 む 、 反 射 透 過 型 液 晶 表 示 装 置 用 カ
ラ ー フ ィ ル タ 基 板 の 製 造 方 法 を 提 供 す る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 上 記 バ ッ フ ァ 層 は 、 ベ ン ゾ シ ク ロ ブ テ ン （ Ｂ Ｃ Ｂ ） と ア ク リ ル 樹 脂 を 含 む 透 明 な 有 機 絶
縁 物 質 の グ ル ー プ の う ち の １ つ か ら な り 、 上 記 バ ッ フ ァ 層 の 厚 さ は 約 ２ ． ５ μ ｍ ～ 約 ４ ．
０ μ ｍ の 範 囲 で あ り 、 上 記 カ ラ ー フ ィ ル タ 層 の 段 差 は 約 ２ ． ０ μ ｍ ～ 約 ２ ． ５ μ ｍ の 範 囲
で あ る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 上 記 ブ ラ ッ ク マ ト リ ク ス は 上 記 多 数 の 画 素 領 域 に 対 応 す る 多 数 の 第 １ 開 口 部 を 有 し 、 上
記 バ ッ フ ァ 層 は 上 記 透 過 部 に 対 応 す る 多 数 の 第 ２ 開 口 部 を 有 す る 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 さ ら に 、 本 発 明 は 、 一 定 の 間 隔 を 置 い て 配 置 さ れ た 互 い に 対 向 す る 第 １ 及 び 第 ２ 基 板 と
； 上 記 第 １ 基 板 の 内 側 面 に 形 成 さ れ た ゲ ー ト 配 線 と ； 上 記 ゲ ー ト 配 線 と 交 差 し て 各 々 が 透
過 部 と 反 射 部 で 構 成 さ れ た 多 数 の 画 素 領 域 を 画 定 す る デ ー タ 配 線 と ； 上 記 ゲ ー ト 配 線 及 び
デ ー タ 配 線 に 連 結 さ れ た 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ と ； 上 記 反 射 部 に 形 成 さ れ た 反 射 層 と ； 上 記 透
過 部 に 形 成 さ れ て 上 記 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ と 連 結 さ れ た 透 過 電 極 と ； 上 記 第 ２ 基 板 の 内 側 面
に 形 成 さ れ た ブ ラ ッ ク マ ト リ ク ス と ； 上 記 ブ ラ ッ ク マ ト リ ク ス 上 部 に 形 成 さ れ て 、 上 記 ブ
ラ ッ ク マ ト リ ク ス に 対 応 す る 位 置 に 溝 を 持 つ バ ッ フ ァ 層 と ； 上 記 バ ッ フ ァ 層 上 部 に 形 成 さ
れ て 、 上 記 反 射 部 に お け る 第 １ の 厚 み と 上 記 透 過 部 に お け る 第 ２ の 厚 み の 比 が １ ： ２ で あ
り 、 透 過 部 と 反 射 部 の 境 界 に 段 差 を 有 す る カ ラ ー フ ィ ル タ 層 と ； 上 記 カ ラ ー フ ィ ル タ 層 上
部 に 形 成 さ れ た 共 通 電 極 と ； 上 記 透 過 電 極 と 共 通 電 極 の 間 に 介 在 す る 液 晶 層 と ； を 備 え る
反 射 透 過 型 液 晶 表 示 装 置 を 提 供 す る 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
　 上 記 液 晶 層 は 、 上 記 反 射 部 と 透 過 部 に お い て そ れ ぞ れ 第 ３ 及 び 第 ４ の 厚 み を 有 し 、 上 記
第 ３ の 厚 み と 第 ４ の 厚 み の 比 は １ ： ２ で あ り 、 上 記 バ ッ フ ァ 層 の 厚 さ は 約 ２ ． ５ μ ｍ ～ 約
４ ． ０ μ ｍ の 範 囲 で あ り 、 上 記 カ ラ ー フ ィ ル タ 層 の 段 差 は 約 ２ ． ０ μ ｍ ～ 約 ２ ． ５ μ ｍ の
範 囲 で あ り 、 上 記 ブ ラ ッ ク マ ト リ ク ス は 上 記 多 数 の 画 素 領 域 に 対 応 す る 第 １ 開 口 部 を 有 し
、 上 記 バ ッ フ ァ 層 は 上 記 透 過 部 に 対 応 す る 多 数 の 第 ２ 開 口 部 を 有 す る 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
　 　 ま た さ ら に 、 本 発 明 は 、 第 １ 基 板 上 に ゲ ー ト 配 線 を 形 成 す る 段 階 と ； 上 記 ゲ ー ト 配 線
と 交 差 し て 各 々 が 透 過 部 と 反 射 部 で 構 成 さ れ た 多 数 の 画 素 領 域 を 画 定 す る デ ー タ 配 線 を 形
成 す る 段 階 と ； 上 記 ゲ ー ト 配 線 及 び デ ー タ 配 線 に 連 結 さ れ る 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ を 形 成 す る
段 階 と ； 上 記 反 射 部 に 反 射 層 を 形 成 す る 段 階 と ； 上 記 透 過 部 に 上 記 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ と 連
結 さ れ る 透 過 電 極 を 形 成 す る 段 階 と ； 第 ２ 基 板 上 に ブ ラ ッ ク マ ト リ ク ス を 形 成 す る 段 階 と
； 上 記 ブ ラ ッ ク マ ト リ ク ス 上 部 に 、 上 記 ブ ラ ッ ク マ ト リ ク ス に 対 応 す る 位 置 に 溝 を 持 つ バ
ッ フ ァ 層 を 形 成 す る 段 階 と ； 上 記 バ ッ フ ァ 層 上 部 に 、 上 記 反 射 部 に お け る 第 １ の 厚 み と 上
記 透 過 部 に お け る 第 ２ の 厚 み の 比 が １ ： ２ で あ り 、 透 過 部 と 反 射 部 の 境 界 に 段 差 を 有 す る
カ ラ ー フ ィ ル タ 層 を 形 成 す る 段 階 と ； 上 記 カ ラ ー フ ィ ル タ 層 上 部 に 共 通 電 極 を 形 成 す る 段
階 と ； 上 記 透 過 電 極 と 共 通 電 極 が 対 向 す る よ う に 上 記 第 １ 及 び 第 ２ 基 板 を 接 合 す る 段 階 と
； 上 記 透 過 電 極 と 共 通 電 極 の 間 に 液 晶 層 を 形 成 す る 段 階 と ； を 含 む 反 射 透 過 型 液 晶 表 示 装
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置 の 製 造 方 法 を 提 供 す る 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
　 上 記 液 晶 層 は 、 上 記 反 射 部 と 透 過 部 に お い て そ れ ぞ れ 第 ３ 及 び 第 ４ の 厚 み を 有 し 、 上 記
第 ３ の 厚 み と 第 ４ の 厚 み の 比 は １ ： ２ で あ り 、 上 記 バ ッ フ ァ 層 の 厚 さ は 約 ２ ． ５ μ ｍ ～ 約
４ ． ０ μ ｍ の 範 囲 で あ り 、 上 記 カ ラ ー フ ィ ル タ 層 の 段 差 は 約 ２ ． ０ μ ｍ ～ 約 ２ ． ５ μ ｍ の
範 囲 で あ り 、 上 記 ブ ラ ッ ク マ ト リ ク ス は 上 記 多 数 の 画 素 領 域 に 対 応 す る 第 １ 開 口 部 を 有 し
、 上 記 バ ッ フ ァ 層 は 上 記 透 過 部 に 対 応 す る 多 数 の 第 ２ 開 口 部 を 有 す る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ５ ０ 】
　 以 下 、 添 付 図 面 を 参 照 し て 望 ま し い 実 施 例 を 説 明 す る 。
【 実 施 例 】
【 ０ ０ ５ １ 】
　 本 発 明 は 、 カ ラ ー フ ィ ル タ に 段 差 を 付 与 し て 透 過 部 と 反 射 部 の セ ル キ ャ ッ プ 比 を ２ ： １
に 構 成 す る が 、 カ ラ ー 樹 脂 が 過 度 に 流 れ て 段 差 部 位 の カ ラ ー フ ィ ル タ が 厚 く 形 成 さ れ る の
を 防 止 す る た め に 、 上 記 バ ッ フ ァ 層 に カ ラ ー 樹 脂 を 閉 じ 込 め る 溝 を 形 成 す る こ と を 特 徴 と
す る 。
【 ０ ０ ５ ２ 】
　 以 下 、 図 ６ 及 び ７ を 参 照 し て 本 発 明 に よ る 反 射 透 過 型 カ ラ ー フ ィ ル タ の 構 成 を 説 明 す る
。
【 ０ ０ ５ ３ 】
　 図 ６ は 本 発 明 に よ る 反 射 透 過 型 液 晶 表 示 装 置 用 カ ラ ー フ ィ ル タ 基 板 の 一 部 を 概 略 的 に 図
示 し た 平 面 図 で あ り 、 図 ７ は 上 記 ブ ラ ッ ク マ ト リ ク ス と バ ッ フ ァ 層 の み を 図 示 し た 斜 視 図
で あ る 。
【 ０ ０ ５ ４ 】
　 図 に 示 す よ う に 、 基 板 （ １ ０ ０ ） 上 に 反 射 部 （ Ｃ ） と 透 過 部 （ Ｄ ） で 構 成 さ れ た 多 数 の
画 素 領 域 （ Ｐ ） を 画 定 し 、 上 記 画 素 領 域 （ Ｐ ） に 対 応 す る 部 分 に 多 数 の 開 口 部 （ Ｈ １ ） を
有 す る 格 子 形 状 の ブ ラ ッ ク マ ト リ ク ス （ １ ０ ２ ） を 構 成 す る 。
　 上 記 ブ ラ ッ ク マ ト リ ク ス （ １ ０ ２ ） の 上 部 に は 、 上 記 画 素 領 域 （ Ｐ ） の 透 過 部 に 対 応 す
る 部 分 に 多 数 の 開 口 部 （ Ｈ ２ ） を 有 す る バ ッ フ ァ 層 （ １ ０ ６ ） を 形 成 す る 。
【 ０ ０ ５ ５ 】
　 こ の 時 、 隣 接 す る 開 口 部 （ Ｈ ２ ） の 間 の バ ッ フ ァ 層 （ １ ０ ６ ） の 一 部 を 穿 孔 し て 、 横 方
向 及 び 縦 方 向 に 延 び る 溝 （ Ｋ ） を 形 成 す る 。
【 ０ ０ ５ ６ 】
　 上 記 バ ッ フ ァ 層 （ １ ０ ６ ） の 上 部 に カ ラ ー 樹 脂 を ス ピ ン コ ー テ ィ グ 方 式 で コ ー テ ィ ン グ
す る こ と に よ り 、 カ ラ ー 樹 脂 を 上 記 透 過 部 （ Ｄ ） に 対 応 す る 部 分 に 充 填 す る 。
【 ０ ０ ５ ７ 】
　 こ の 時 、 上 記 カ ラ ー 樹 脂 を 上 記 バ ッ フ ァ 層 （ １ ０ ６ ） の 溝 （ Ｋ ） に 充 填 す る 一 方 、 上 記
透 過 部 （ Ｄ ） に 対 応 す る 部 分 に 過 度 に 充 填 さ れ る の を 防 止 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ５ ８ 】
　 従 っ て 、 上 記 反 射 部 （ Ｃ ） に 対 応 す る バ ッ フ ァ 層 （ １ ０ ６ ） の 上 部 に 堆 積 し た カ ラ ー 樹
脂 の 厚 さ と 、 上 記 透 過 部 （ Ｄ ） に 対 応 す る 基 板 （ １ ０ ０ ） に 堆 積 し た カ ラ ー 樹 脂 の 厚 さ を
約 １ ： ２ の 比 率 に 形 成 す る こ と が 容 易 に な る 。
【 ０ ０ ５ ９ 】
　 以 下 、 図 ８ ａ な い し ８ ｄ を 参 照 し て 、 本 発 明 に よ る 反 射 透 過 型 液 晶 表 示 装 置 用 カ ラ ー フ
ィ ル タ 基 板 の 製 造 方 法 を 説 明 す る 。 こ の カ ラ ー フ ィ ル タ は 、 縦 方 向 に 延 び る 画 素 領 域 に 全
て 同 一 の カ ラ ー 樹 脂 が 形 成 さ れ る よ う に 構 成 す る 。
【 ０ ０ ６ ０ 】
　 従 っ て 、 基 板 全 体 で 見 る と 、 縦 方 向 に 延 び る 赤 色 と 緑 色 と 青 色 の カ ラ ー フ ィ ル タ が 、 横
に 並 ん で い る 構 成 で あ る 。
【 ０ ０ ６ １ 】
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　 図 ８ ａ な い し 図 ８ ｄ は 、 図 ６ の VIII－ VIII線 に 沿 っ て 切 っ た 断 面 を 、 本 発 明 の 工 程 順 序
に 従 っ て 図 示 し た 工 程 断 面 図 で あ る 。
【 ０ ０ ６ ２ 】
　 先 ず 、 図 ８ ａ に 示 す よ う に 、 透 明 な 絶 縁 基 板 （ １ ０ ０ ） 上 に 、 そ れ ぞ れ が 透 過 部 （ Ｄ ）
と 反 射 部 （ Ｃ ） で 構 成 さ れ た 多 数 の 画 素 領 域 （ Ｐ ） を 画 定 す る 。
【 ０ ０ ６ ３ 】
　 次 い で 、 上 記 基 板 （ １ ０ ０ ） 上 に 、 画 素 領 域 （ Ｐ ） に 対 応 す る 部 分 に 開 口 部 を 有 す る ブ
ラ ッ ク マ ト リ ク ス （ １ ０ ２ ） を 形 成 す る 。
【 ０ ０ ６ ４ 】
　 続 い て 、 上 記 ブ ラ ッ ク マ ト リ ク ス （ １ ０ ２ ） の 上 部 に 、 ベ ン ゾ シ ク ロ ブ テ ン （ Ｂ Ｃ Ｂ ）
と ア ク リ ル 樹 脂 を 含 む 透 明 な 有 機 絶 縁 物 質 の グ ル ー プ か ら 選 択 し た 一 つ を 塗 布 し 、 透 明 絶
縁 膜 （ １ ０ ４ ） を 形 成 す る 。
【 ０ ０ ６ ５ 】
　 上 記 透 明 絶 縁 膜 （ １ ０ ４ ） を パ タ ー ニ ン グ す る こ と に よ り 、 図 ８ ｂ に 示 す よ う に 、 上 記
画 素 領 域 （ Ｐ ） の 透 過 部 （ Ｄ ） に 対 応 す る 部 分 に 開 口 部 を 有 し 、 上 記 ブ ラ ッ ク マ ト リ ク ス
（ １ ０ ２ ） に 対 応 す る 部 分 に 溝 （ Ｋ ） が 形 成 さ れ た 、 透 明 な バ ッ フ ァ 層 （ １ ０ ６ ） を 形 成
す る 。
【 ０ ０ ６ ６ 】
　 図 ８ ｃ に 示 す よ う に 、 上 記 バ ッ フ ァ 層 （ １ ０ ６ ） が 形 成 さ れ た 基 板 （ １ ０ ０ ） の 全 面 に
カ ラ ー 樹 脂 を ス ピ ン コ ー テ ィ ン グ し 、 上 記 多 数 の 画 素 領 域 （ Ｐ ） に 対 応 す る 部 分 に サ ブ カ
ラ ー フ ィ ル タ （ １ ０ ８ ａ ， １ ０ ８ ｂ ， １ ０ ８ ｃ ） を 構 成 す る 。
【 ０ ０ ６ ７ 】
　 上 記 サ ブ カ ラ ー フ ィ ル タ （ １ ０ ８ ａ ， １ ０ ８ ｂ ， １ ０ ８ ｃ ） は 赤 色 と 緑 色 と 青 色 を 現 し
、 各 色 に ス ピ ン コ ー テ ィ ン グ 工 程 と パ タ ー ニ ン グ 工 程 を 行 う 。
【 ０ ０ ６ ８ 】
　 こ の 時 、 カ ラ ー 樹 脂 を ス ピ ン コ ー テ ィ ン グ す る 間 に 上 記 塚 部 （ ｄ ） に 対 応 す る 部 分 に 流
入 す る べ き カ ラ ー 樹 脂 の 一 部 が 上 記 溝 （ Ｋ ） に 堆 積 す る 。
　 従 っ て 、 上 記 透 過 部 （ Ｄ ） に 対 応 す る 部 分 に カ ラ ー 樹 脂 が 過 度 に 充 填 さ れ る の を 防 止 す
る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ６ ９ 】
　 結 果 的 に 、 上 記 反 射 部 （ Ｃ ） に 対 応 す る 部 分 と 透 過 部 （ Ｄ ） に 対 応 す る 部 分 の カ ラ ー フ
ィ ル タ の 厚 さ の 比 は 約 ｔ ： ２ ｔ と な り 、 段 差 が 形 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ７ ０ 】
　 上 記 サ ブ カ ラ ー フ ィ ル タ （ １ ０ ８ ａ ， ｂ ， ｃ ） の 段 差 の 高 さ （ Ｍ ） は 、 上 記 バ ッ フ ァ 層
（ １ ０ ６ ） の 厚 み と 相 関 す る が 、 一 例 と し て 、 反 射 部 （ Ｃ ） の カ ラ ー フ ィ ル タ と 透 過 部 （
Ｄ ） の カ ラ ー フ ィ ル タ 間 の 表 面 段 差 の 厚 さ を ２ ． ０ μ ｍ ～ ２ ． ５ μ ｍ に す る た め に は 、 バ
ッ フ ァ 層 （ １ ０ ６ ） の 厚 さ を ２ ． ５ μ ｍ ～ ４ ． ０ μ ｍ と す る の が 望 ま し い 。
【 ０ ０ ７ １ 】
　 次 に 、 図 ８ ｄ に 示 し た よ う に 、 上 記 赤 色 と 緑 色 と 青 色 サ ブ カ ラ ー フ ィ ル タ （ １ ０ ８ ａ ，
１ ０ ８ ｂ ， １ ０ ８ ｃ ） の 全 面 に 、  酸 化 イ ン ジ ウ ム 錫 （ Ｉ Ｔ Ｏ ） お よ び 酸 化 イ ン ジ ウ ム 亜
鉛 （ Ｉ Ｚ Ｏ ） 等 を 含 む 透 明 導 電 性 金 属 物 質 の グ ル ー プ か ら 一 つ を 選 択 し て 蒸 着 さ せ 、 共 通
電 極 （ １ １ ０ ） を 形 成 す る 。
【 ０ ０ ７ ２ 】
　 前 述 し た 工 程 を 通 じ て 、 本 発 明 に よ る 反 射 透 過 型 液 晶 表 示 装 置 用 カ ラ ー フ ィ ル タ を 製 作
す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ７ ３ 】
　 以 下 、 図 ９ を 参 照 し 、 前 述 の 工 程 を 通 じ て 製 作 さ れ た 反 射 透 過 型 カ ラ ー フ ィ ル タ を 備 え
る 、 本 発 明 に よ る 反 射 透 過 型 液 晶 表 示 装 置 用 ア レ イ 基 板 の 構 成 を 説 明 す る 。
　 （ こ こ で 、 図 ９ は 図 1の IX－ IXに 沿 っ て 切 断 し た 断 面 図 と し て 説 明 す る 。 但 し 、 参 照 番
号 は 異 な る 番 号 を 使 用 す る 。 ）
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【 ０ ０ ７ ４ 】
　 図 ９ は 、 本 本 発 明 に よ る 反 射 透 過 型 液 晶 表 示 装 置 の 構 成 を 概 略 的 に 示 し た 断 面 図 で あ る
。
【 ０ ０ ７ ５ 】
　 図 に 示 し た よ う に 、 第 １ 基 板 （ ２ ０ ０ ） と 第 ２ 基 板 （ １ ０ ０ ） は 離 間 さ せ て 配 置 し 、 第
１ 基 板 （ ２ ０ ０ ） の 第 ２ 基 板 と 対 向 す る 一 面 に 、 反 射 部 （ Ｃ ） と 透 過 部 （ Ｄ ） か ら 構 成 さ
れ る 画 素 領 域 （ Ｐ ） を 画 定 す る 。
【 ０ ０ ７ ６ 】
　 上 記 画 素 領 域 の 一 方 の 側 に 、 ゲ ー ト 電 極 （ ２ ０ ２ ） と ア ク テ ィ ブ 層 （ ２ ０ ８ ） と オ ー ミ
ッ ク コ ン タ ク ト 層 （ ２ １ ０ ） と ソ ー ス 電 極 （ ２ １ ２ ） と ド レ ー ン 電 極 （ ２ １ ４ ） を 包 含 す
る 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ （ Ｔ ） を 形 成 す る 。
【 ０ ０ ７ ７ 】
　 上 記 ソ ー ス 電 極 （ ２ １ ２ ） と 接 触 し な が ら 上 記 画 素 領 域 （ Ｐ ） の 一 方 の 側 に 従 い 一 方 向
に 延 び る デ ー タ 配 線 （ ２ １ ６ ） と 、 デ ー タ 配 線 （ ２ １ ６ ） と 直 交 し て こ れ と 平 行 で な い 画
素 領 域 （ Ｐ ） の 別 の 側 沿 っ て 延 び る ゲ ー ト 配 線 （ 図 示 せ ず ） を 配 置 す る 。
【 ０ ０ ７ ８ 】
　 上 記 反 射 部 （ Ｃ ） に 対 応 す る 位 置 に 反 射 板 （ ２ ２ ４ ） を 配 置 し 、 上 記 反 射 板 （ ２ ２ ４ ）
と 絶 縁 膜 （ ２ ２ ８ ） を 間 に 置 い て 上 記 画 素 領 域 （ Ｐ ） に 透 明 電 極 （ ２ ３ ０ ） を 形 成 す る 。
【 ０ ０ ７ ９ 】
　 こ の よ う な 構 成 を 有 す る 第 １ 基 板 （ ２ ０ ０ ） と 対 向 す る 第 ２ 基 板 （ １ ０ ０ ） の 一 面 に は
、 上 記 画 素 領 域 （ Ｐ ） に 対 応 す る 部 分 に 開 口 部 を 有 す る ブ ラ ッ ク マ ト リ ク ス （ １ ０ ２ ） を
形 成 す る 。
【 ０ ０ ８ ０ 】
　 こ の 時 、 望 ま し く は 、 上 記 ブ ラ ッ ク マ ト リ ク ス （ １ ０ ２ ） の 一 部 が 上 記 薄 膜 ト ラ ン ジ ス
タ （ Ｔ ） の 上 部 に 来 る よ う に 構 成 す る 。
【 ０ ０ ８ １ 】
　 上 記 ブ ラ ッ ク マ ト リ ク ス （ １ ０ ２ ） の 表 面 に は 、 上 記 透 過 部 （ Ｄ ） に 対 応 す る 部 分 に 開
口 部 を 有 す る 透 明 な バ ッ フ ァ 層 （ １ ０ ６ ） を 形 成 す る 。 こ の 時 、 バ ッ フ ァ 層 の ゲ ー ト 配 線
（ 図 示 せ ず ） と デ ー タ 配 線 （ ２ １ ６ ） に 対 応 す る 部 分 を 穿 孔 し て 溝 （ Ｋ ） を 形 成 す る 。
【 ０ ０ ８ ２ 】
　 こ の 時 、 上 記 溝 （ Ｋ ） の 幅 と 深 さ は 、 上 記 ブ ラ ッ ク マ ト リ ク ス （ １ ０ ２ ） の 幅 を 超 え な
い 範 囲 で 自 由 な 設 計 が 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ８ ３ 】
　 上 記 バ ッ フ ァ 層 （ １ ０ ６ ） の 上 に 上 記 画 素 領 域 （ Ｐ ） に 対 応 さ せ て 赤 色 と 緑 色 と 青 色 の
サ ブ カ ラ ー フ ィ ル タ （ １ ０ ８ ａ ， １ ０ ８ ｂ ， １ ０ ８ ｃ ） を 形 成 す る 。
　 こ の 時 、 上 記 溝 に よ り 、 各 サ ブ ラ カ ー フ ィ ル タ （ １ ０ ８ ａ ， １ ０ ８ ｂ ， １ ０ ８ ｃ ） の 、
反 射 部 （ Ｃ ） に 対 応 す る 部 分 の 厚 み と 透 過 部 （ Ｄ ） に 対 応 す る 部 分 の 厚 み の 比 を ｔ ： ２ ｔ
に 構 成 す る こ と が 容 易 に な る と 同 時 に 、 透 過 部 に 対 応 す る 部 分 の 表 面 と 反 射 部 に 対 応 す る
部 分 の 表 面 と が 段 差 を 有 す る こ と で 、 上 記 反 射 部 と 透 過 部 に 対 応 す る セ ル キ ャ プ の 比 を ｄ
： ２ ｄ に 構 成 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ８ ４ 】
　 前 述 の 構 成 で 本 発 明 に よ る 反 射 透 過 型 液 晶 表 示 装 置 を 製 作 す る こ と が で き る 。
【 産 業 上 の 利 用 可 能 性 】
【 ０ ０ ８ ５ 】
　 本 発 明 に よ る 反 射 透 過 型 液 晶 表 示 装 置 で は 、 反 射 部 に 対 応 す る 位 置 に 、 コ ー テ ィ ン グ 工
程 中 過 度 に 流 れ る 樹 脂 を 閉 じ 込 め る 溝 が 形 成 さ れ た バ ッ フ ァ 層 を 形 成 し 、 上 記 透 過 部 と 反
射 部 に そ れ ぞ れ 対 応 す る 位 置 の カ ラ ー フ ィ ル タ が 段 差 を 有 す る よ う に 構 成 す る こ と に よ り
、 非 常 に 容 易 に フ ィ ル タ の 厚 さ を １ ： ２ の 比 に 形 成 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ８ ６ 】
　 従 っ て 、 本 発 明 に よ る 反 射 透 過 型 液 晶 表 示 装 置 は 、 第 １ に 、 透 過 部 と 反 射 部 の セ ル キ ャ
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ッ プ 比 が １ ： ２ と な る こ と に よ り 、 下 部 基 板 に 施 さ れ た 段 差 形 成 工 程 を 省 略 す る こ と が で
き る の で 工 程 を 単 純 化 す る 効 果 が あ り 、 ま た 、 上 記 透 過 部 と 反 射 部 の 光 学 効 率 を 同 一 に す
る こ と が で き る と い う 効 果 が あ る 。
【 ０ ０ ８ ７ 】
　 第 ２ に 、 上 記 反 射 部 と 透 過 部 に 対 応 す る カ ラ ー フ ィ ル タ の 厚 さ の 比 を １ ： ２ に 構 成 す る
こ と に よ り 、 色 純 度 を 同 一 に す る こ と が で き る と い う 効 果 が あ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ８ ８ 】
【 図 １ 】 一 般 的 な 反 射 透 過 型 液 晶 表 示 装 置 用 ア レ イ 基 板 の 一 部 画 素 を 概 略 的 に 示 し た 拡 大
平 面 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 図 １ の Ｉ － Ｉ 線 に 沿 っ て 切 断 し た 断 面 に お い て 、 従 来 技 術 の 第 １ 例 に よ る 反 射 透
過 型 液 晶 表 示 装 置 の 構 成 を 示 し た 断 面 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 図 １ の Ｉ － Ｉ 線 に 沿 っ て 切 断 し た 断 面 に お い て 、 従 来 技 術 の 第 ２ 例 に よ る 反 射 透
過 型 液 晶 表 示 装 置 の 構 成 を 示 し た 断 面 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 図 １ の Ｉ － Ｉ 線 に 沿 っ て 切 断 し た 断 面 に お い て 、 従 来 技 術 の 第 ３ 例 に よ る 反 射 透
過 型 液 晶 表 示 装 置 の 構 成 を 示 し た 断 面 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 図 ５ ａ な い し ５ ｆ は 、 従 来 技 術 の 第 ３ 例 に よ る 反 射 透 過 型 カ ラ ー フ ィ ル タ の 製 造
工 程 を 順 に 示 し た 工 程 断 面 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 本 発 明 に よ る 反 射 透 過 型 カ ラ ー フ ィ ル タ 基 板 の 構 成 を 概 略 的 に 示 し た 平 面 図 で あ
る 。
【 図 ７ 】 図 ６ の 構 成 に お け る バ ッ フ ァ 層 と ブ ラ ッ ク マ ト リ ク ス の 構 成 を 図 示 し た 分 解 斜 視
図 で あ る 。
【 図 ８ 】 図 ８ ａ な い し ８ ｄ は 、 図 ６ の VIII－ VIII線 に 沿 っ て 切 っ た 断 面 を 、 本 発 明 の 工 程
順 序 に 従 っ て 図 示 し た 工 程 断 面 図 で あ る 。
【 図 ９ 】 本 発 明 に よ る 反 射 透 過 型 カ ラ ー 液 晶 表 示 装 置 の 構 成 を 概 略 的 に 示 し た 断 面 図 で あ
る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ８ ９ 】
　 １ ０ ０ 　 　 透 明 絶 縁 基 板
　 １ ０ ２ 　 　 ブ ラ ッ ク マ ト リ ク ス
　 １ ０ ６ 　 　 バ ッ フ ァ 層
　 １ ０ ８ ａ ， ｂ ， ｃ 　 　 サ ブ カ ラ ー フ ィ ル タ
　 １ １ ０ 　 　 共 通 電 極
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【 図 １ 】

【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】

【 図 ５ 】 【 図 ６ 】
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【 図 ７ 】 【 図 ８ 】

【 図 ９ 】
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摘要(译)

A，而简化制造工艺，从而提供能够实现在透过部相同的光学效率和色纯度和反射部分的反射透射滤色器基板。 定义和A与反射部
发送单元的像素中，对应于透射部的滤色器被配置为具有一个步骤中，将细胞帽的对应于反射部和透射部的比率为约2：1的然后同
时，对应于对应于透射部2的彩色滤光器的反射部分的厚度的滤色器的厚度之比为2:1。在这种情况下，作为用于在同一时间步长改
变彩色滤光片的厚度形成，形成在缓冲层中的凹槽，彩色树脂的一部分是在凹槽要被沉积，透射部防止颜色树脂过度流出。以这种
方式，在透射部分和反射部分可以得到相同的光学效率，在由于色纯度，同时可以是相同的，制造高亮度和高图像质量的反射型液
晶显示装置你可以做到。 点域8
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